SCIENTIA「ふじえだ理科まつり」研修会資料　　　　　　　　２０２４年３月２４日（日）　　　　　　　　　　

　早稲田大学　露木　和男
◆月刊『ＭＯＫＵ』６月号第二特集　センス・オブ・ワンダー
自然に驚け、子どもたち！
「人間を超えた存在を意識し、おそれ、驚嘆する感性をはぐくみ強めていくことには、どのような意義があるのでしょうか。（中略）わたしはその中に、永続的で意義深い何かがあると信じています。地球の美しさと神秘を感じとれる人は、科学者であろうとなかろうと、人生に飽きて疲れたり、孤独にさいなまれることは決してないでしょう。たとえ生活の中で苦しみや心配ごとにであったりしても、かならずや、内面的な満足感と、生きていることへの新たなよろこびへ通ずる小道を見つけだすことができると信じます」（『センス・オブ・ワンダー』より）
永年、小学校の教員として子どもたちと関わってきた露木和男氏は、一九六〇年代に環境問題を告発した生物学者レイチェル・カーソン（一九〇七―一九六四）が書き残した右の文章において、「意義深い何かがあると信じています」ではなく、「意義がある」と断言してほしかったと言う。
なぜなら、自然に親しみ、その中で遊ぶことがもたらすものの偉大さを、毎日のように子どもたちの中に、そして自分自身の中に感じてきたからだ。それはそのまま、授業哲学へと通じている。
子どもは自然に何を見、何を感じているのだろうか。大人はそこにどのようにしてかかわっていくことができるのだろうか。
では、露木先生の特別授業を始めるとしよう。
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· 「今日はどんな発見をし、何に驚きましたか？」

私は四十年近く小学校の教師をしていたのですが、永年、子どもたちに日記代わりの「発見ノート」を書いてもらっていました。私も、子どもたちの発見一つひとつに対してコメントを書き、特に面白かったものをみんなに紹介するということを毎日欠かさず続けてきました。子どもたちはどんなことを書くのか、その発見を少し紹介しましょうか。
ぼうふら
きょう、うちのうらにある大きな水がめに雨水がたまり、かがたまごをうんでぼうふらが生まれていました。見ていたら、おもしろいうごきをしていました。水がめのそこのほうからくねくねと水面におよいで上がってきます。しっかり上にでてきたらそれから一度くねっとおどってすーっとしずんで下にもどっていきます。それはどういういみなのかな。よくみると上に上がったとき、あわみたいのを出していたから、いきをしているんだと思いました。お母さんに話したら、早く水がめをひっくりかえして水をすてなさい、と言われました。でも大きすぎてできませんでした。
（小学校二年　Ｓ・Ｆ）
この子は本当によく見ていますね。ぼうふらの動きに興味を持ち、じっくりと観察をして「息をした」と考察しています。科学とは、こうした興味と丁寧な観察から生まれるのだと改めて教えられます。表現もとってもいい。そして、おそらく「見て見て！」とお母さんと感動を分かち合いたかったのでしょうけれど、あっけなく「捨てなさい」と言われてしまうといった親子の感情のミスマッチも面白い。めげていないことが伝わってきますし、結局重すぎて動かなかったというオチまでついていて、もう、すごいですよね。
ここに表れているものこそが、センス・オブ・ワンダー、不思議さや神秘さに目を見はる感性です。不思議さや神秘さの中にうんと含まれている、価値あるものに気付く感覚が見て取れます。
[image: image2.jpg]



「発見ノート」を続けていくと、いい循環も生まれるんですよ。子どもは、自分が面白いと感じたことを伝え、それに対して私が驚いたり感心したりと、しっかりと受け止めると、認められたと感じます。そうすると今度は、「何か面白いことはないかな？」とみずから周囲を観察する目ができてきくる。学校の行き帰りの景色や、ふとした瞬間に起きた出来事の意味合いが変わってくる。つまり、それぞれの子どもの感性がどんどん出てくるのです。
　実は私も「発見ノート」を書いていまして、散歩をしながら気づいたことや大学での授業の内容などを、『毎日の理科、その思想』と名付け、全国の仲間たち約七百人にメールしています。面白いと思ったことや発見をみんなと共有できればという思いで十年以上続けているんです。私は、教師というのはそういうものじゃないか、とも思っています。自分が感動したことを、教材などを使いながら伝え子どもたちとともに学んでいくことが、教師という存在にまず求められているということです。
教科書に載っていることを教えなくてはならないから教える、という行為には心がないのです。ですからいきおい、理解が中心になっていく。学校教育では、教科書から知識を得て理解し、テストで再現するための勉強がずーっと続いてきています。勉強においてもっとも大切な驚きや喜び、感動がいつの間にか失われてしまっているんですね。「感動？　そんなの面倒くさい」「勉強には感動なんて邪魔だ」と言う教師だっているくらいです。子どもたちが、驚きや喜び、感動を味わえる場を教育現場は大切にしてこなかったのです。
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◆“観察”から見えてくる私たちが勉強する理由
もう何年も前から「理科離れ」が問題になっていますが、子どもたちが理科を嫌いになるのも分かる気がするのです。理科の勉強というと、対象を教科書と照らし合わせるようにして観察し、分析し理解して覚える、ということをやってきたはずです。例えば、プランクトンを対象とするならば、生態系における役割を理解し、体の仕組みを観察する。でもそれじゃあ面白くないですよね？　そこで言う観察も、本当の意味での観察ではないと私は考えています。
いまの大学生たちもそのようにして理科を勉強してきました。ましてや私が在籍しているのは教育学部ですから、ほとんどの子が文系ですし、理科があまり得意ではないようです。ところが、“観察”をすることで、彼らのまなざしも変わってくる。
このお話をするつい先ほどまで、瓶の中で動き回るプランクトンを使って授業をしていたところなんですよ。
まず、小さな点のようなプランクトンを見ていると、動いていることが分かります。動いているということは、何か動かしているものがあるはずですよね？　人間だったら手足、魚ならヒレというように。そこで、学生たちに、何を使って泳いでいるかを予想してその姿を描いてもらいました。触覚で泳ぐ、手足で泳ぐ、とさまざまな予想が出る中で、プランクトンの目を描く学生と描かない学生が出てきたのです。私はそこに注目をして、目が描かれているものをＡ群、描かれていないものをＢ群として黒板に貼っていきました。学生たちは最初はＡとＢを何を基準にして分けているのかが分かりませんが、段々と分かるようになってくる。そこで改めて、目があるのかどうかが知りたくなるわけです。目があるとするならば、何かを見ているのではないだろうかと考えると、この小さな生き物がどんな姿をしているのかをもっと知りたくなります。実際に顕微鏡で見てみると、目どころか脈打つ心臓やぜん動する腸、卵から孵化した赤ちゃんなども見えてびっくりするわけです。
そして気が付けば、この生き物はどういう生き方をしているのか、何のために生きているのかと想いを馳せるようになっている。小さなプランクトンが、自分と切り離して客観的に見る対象ではなくなっているのです。　
ですから授業の後、学生たちに、プランクトンを「流しに捨てていいよ」と言うと、「ええっ！？」と、ひどいというような顔をされました。彼らは捨てられなくなってしまったんですよ、いのちあるものとして見ているから。自分の存在とプランクトンの存在が近くなったのかもしれません。さらには、自分がいるから目の前のプランクトンが存在する。プランクトンが存在するから自分がいるということになってくる。
言い方を換えれば、この生き物はなぜ生きているのかという驚きを通して、じゃあなぜこの世の中に人間という存在があるのだろう、どういう役割を持って生きるのかという問いが湧いてくるのです。自分が生きているということは一体どういうことなのかという問いを深めていくきっかけにもなります。
私自身がそんなことを考えながら理科教育をやってきたようにも思います。とはいえ、自分の考えを意識し始めたのは最近のことです。道元禅師の『正法眼蔵』の中に、「自他一体」という言葉を見つけたときに、私が考えている理科教育というのは、まさに「自他一体」に繋がっていたのだなと思うようになりました。
いまの時代は、「子どもは何のために勉強をするのか？」と聞くと、教師からですら「将来のため」「学力をつけるため」という言葉が返ってきます。しかし、勉強、学びは決してそんなものじゃない。知識や技能、思考力の獲得は単なる結果に過ぎません。
私たちは感動するために学んでいるのです。気になって、面白くて仕方がない、夢中になるという状態が生まれるのが学びだろうと。そうやって他者やこの世界を知ることで自分を知っていくと同時に、自分を知ることで他者のこともまた知っていく。それが学びのあり方なのです。そして勉強の目的のひとつは、自分や仲間の素晴らしさが分かるようになることだと私は思うのです。
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◆理解や知識以前に必要な「すべてを受け入れる」こと
私は十五年以上前から、社会教育団体であるＮＰＯ法人「くだかけ会」が主催する自然観察会の案内人を続けています。毎回、大げさではなく驚きの連続で、決して飽きることはありません。毎回毎回、新たな発見に出遭うわけですから。新たな発見とは、目新しいものに出遭うという意味だけではなく、よく見ることによって、繫がりや変化、生き方といった目には見えないものが見えてくる喜びでもあります。
例えば、ある昆虫がアブラムシを食べていたとすると、その両者の繋がりが見えてきますよね。土の状態をよく見ることで、微生物という目には見えないものの動きが見えてきたりもする。また、私は毎朝いくつかのコースを選んで犬の散歩をしているのですが、一週間前の花と今朝の花がまったく変わっていることもあります。変化自体は目には見えないけれど、続けて見ていると違いを感じられるわけです。
こうした気付きが積み重なると、今度は向こうから変化や繫がりなどが目に飛び込んでくるようになります。本屋さんの棚を前に、好きな作家の作品がパーンと目に入るときのように、おっ、こんな虫も出て来たか、葉っぱの色が変わっているぞと飛び込んでくる。そうなれば最高ですよ。私にとっては、自然観察会も毎朝の散歩も至福の時間なのです。
自然をよく見ることで、「理」（ことわり）が見えるようになってきたのだろうとも思います。「理」とは、自然界の循環であり、あらゆる物事が関係しあっていることや、足元にある石がそこに存在するには理由があるといったこと。「理」には、研究成果として、現象の背景や意味を享受できるものもあります。その答えのひとつを知るとさらに知らないことが増え、感動も増えていく。科学の面白さとはそういったところにあるのでしょうね。
私の専門は生物でしたが、最近、地学を勉強し始めたら本当に面白くて。地学と生物という二つの学問が自分の中でだんだんと融合してきているのです。考えてみれば、大地があって生き物が成り立っているのですから、一体として考えていく必要があるはずです。そこを切り離したことで科学は発展してきたわけですが、教育においては、切り離してきたものを改めて一体化し、俯瞰して見る目が不可欠だと感じます。
自然観察の話に戻りますと、いまの親御さんたちは、自然と親しんで来なかった方も多くなっているせいか、子どもを自然の中に連れて行くにしても何をしていいか分からないと言います。おそらく、何かを教えなければならないと思っているのでしょうけれども、子どもと一緒に「うわーすごいな」と驚くことができれば十分ですよ。何かを発見し、その驚きや喜びを共有しながら、一緒に成長していけばいいのです。やはりそれも、よく見ることからはじまります。
対して教師には、よく見ている子どもに気が付くこと、すなわち、子どもの心の動きに気が付いて共感することが求められます。
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私が印象に残っているのは、小学校四年生のクラスを受け持っていたときのことです。あるいたずらっ子がいまして、遠足に行ったときに、その子だけがどんどんとみんなの列から遅れていったのです。なぜだろうと彼を見ていると、工事現場が見たくて遅れていることに気が付きました。工事現場では大きな穴を掘っていて、表れた地表の色の違いが面白くて仕方がなかったようなのです。そのときに私は、あっ、この子はいま、こんなことに興味を持っているのか！　そうだよな、面白かったら見たいよなと考えました。つまり、「地面の変化が面白いと思ったんだね」と言ってあげられるかどうかが肝心だということです。
私が言いたいことを、レイチェル・カーソン女史は、『センス・オブ・ワンダー』の中でこんなふうに書いてくれています。「生まれつき備わっているセンス・オブ・ワンダーをいつも新鮮にたもちつづけるためには、わたしたちが住んでいる世界のよろこび、感激、神秘などを子どもといっしょに再発見し、感動を分かち合ってくれる大人が少なくともひとり、そばにいる必要があります」と。何度読んでもまことに名文だと思います。
また、同じ目線に立つことができれば、子どもはすぐに自分を表現してくれるようになる、と経験的に感じてきました。授業のいちばんの目的は、教材を媒介にして先生と子どもが仲良くなることだとも考えています。もちろん、目の前の対象を観察することも大事ですが、対象を媒介にして、子どもと子ども、子どもと先生が共感して仲良くなる、仲間のことがよく分かる、そして自分のことが分かるようになることが大切なのです。
さらに、小さな子どもに関しては、すべてを受け入れてあげることが前提として必要ではないでしょうか。
うちのかみさんから聞いた話ですが、息子が三、四歳のあるとき、「おかあちゃん、お月様がぼくについてくる」と言ったそうです。そのときにかみさんは、「ともちゃんが好きなんだよ」と返したそうです。そして、「どっちに付いてくるか試してみようか」と、二人で背を向けて歩くと、息子は「こっちに来たよ！」と喜んだ。「ああ、やっぱりともちゃんのことが好きなんだ」ってかみさんは言ったわけです。私は正直、すごいなと思いました。現象と発言を手放しで受け入れ、子どもの気持ちに寄り添っているわけです。
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科学的に正しいことなんていつでもいいんですよ。どうせ後になれば分かるのですから。小さい時には、現象や発言を知識の対象にしないこと。何かを理解させようだなんて思わない方がいいということを、お母さんたちが保育学などで学ぶことができれば、子どもたちはもっと幸せになれるんじゃないかという気がします。
◆自然の中にある未来を変える手がかり
学校教育では「学力」を、知識と思考力と態度という三つの項目に子どもを当てはめることで評価しています。例えば、あの子はやる気のない態度だからＣというふうに。しかし、つまらないものを見せられてもやる気なんか起きませんよね？　思考力にしても、先ほどから言うように、不思議さや驚き、感動があるからこそ考えるのであって、独立してあるわけじゃない。
にもかかわらず、まるで鋳型に子どもを当てはめていくかのごとく、ひとつの価値観に子どもを押し込め、鋳型からはみ出した子はＣやＤにしてしまう。いまの学力観は非常に貧しいと感じます。人間というものを決まりきったものとして見ているのでしょう。そんな貧相な人間観では子どもを不幸にしてしまいます。
学力テストの公表についても、競争させれば頑張るだろうという発想は本当にくだらない人間観の表れだと思います。いつ自分が抜かれるか、貶められるか、いじめられるかが分からない不安な状況を大人が作ってしまっているわけで、子どもたちは疲弊させられているのです。
本来は逆なんです。子どもは安心できる場所さえあれば、新しいことに挑戦できるのです。安心できる場所とは家庭であり、学校で言えばクラスですが、双方ともに安心できない場所へと変わりつつある。大人も子どももみんな比較させられ、疲弊させられている。社会全体が安心できない状況に陥っているんですね。どこかで人間観を変えないとなりません。教育には、その大きな役割が課せられているはずですが、なかなか現状は厳しいですね。
ただし、私は、自然に親しみ、自然の不思議さや神秘さを感じることの中に、未来を変える手がかりがあると考えています。
経済学者である内田義彦さんの『学問への散策』の中の、ファーブル（『昆虫記』で知られる博物学者・１８２３～１９１５）とジョン・スチュアート・ミル（経済学者・１８０６～１８７３）の親交に関する記述を読んで、その思いを一層強くしました。
幼い頃から英才教育を施されてきたミルは晩年、ファーブルと仲が良く、一緒に植物採集などに行ったそうですが、ミルには植物は単なる分類の対象でしかなかったのに対し、ファーブルは植物や虫たちに想いを入れていた。人生の半ばで「精神の危機」を自覚していたミルは、ファーブルの感性に言い知れぬ敬意を感じるようになり、「価値なきものの持つ無限の価値の存在」を知ったといった内容の文章でした。
効率的で合理的な教育を受けてきたミルは、自然と語らうように生きるファーブルのことが羨ましかったのではないでしょうか。やはり、人間には自然とのかかわりが必要なのだと思います。
なぜなら、私たち人間は自然の中から出て来たわけです。自然の「理」に自分を投影させながら、自分という存在を知っていくことは、生きる喜びに出遭うことでもあるのです。もっと言うと、人間とは何か、なぜ人間が誕生したのかということを考え続けることでしか、人間は絶滅から逃れられないのではないでしょうか。
だからこそやはり自然に触れ、自然に学ぶということをやっていく必要がある。もしかしたら、子どもたちは心の奥底で、そうしたことを知っているのかもしれませんね。彼らの目は、自然の中で実に生き生きと輝くのですから。
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· 子どものセンス・オブ・ワンダーの具体です。

さんま　(小学校二年　Ｙ・Ｓ)
きょうの夕ごはんのとき、さんまがでた。やくまえにテーブルの上においてありました。そのさんまの色は、せなかの方はこい青で、おなかの方はぎん色だった。刀みたいだった。
お母さんがさんまという字は、秋の刀の魚とかく、と教えてくれた。だれかが、夜にさんまをふりあげたらきっと刀とまちがえてしまうかもしれない。
お風呂と波と海の波（小学校二年　Ｙ・Ｙ）
お風呂でばた足の練習をして、止めると波が立ちます。波は、右とひだりがけんかして、体当たりをしているみたいに見えました。海の波は風でおきるけど、風呂の波は人の振動でおきるのだと思います。海の波は、タイミングがいいので一回ザバーンときて二〇秒くらいだとおぼえれば、波時計ができます。だけど、お風呂の波はそういうわけにはいきません。　　

人の力でおこした波はすぐにおさまってしまうからです。
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